
（授業改善の重点）

　　　・追究の必然性のある課題の設定
　　　・言語活動の工夫

学校評価に係るアンケートにお
いて「家庭学習の習慣が身につ
いている」に肯定的に答える割
合を８５％以上にする。

（達成指標）

１時間の授業の中で，１回以上は個
人の考えをペアやグループで伝え
あう等の言語活動を位置付ける。

児童が意欲的に追究することができ
た課題について，週1回の学年会で
交流する。

・各家庭で，家庭学習に取り組
んでいるか，児童に声かけをす
る。
・１年に１回は授業参観や懇談
会，学校公開に参加する。

今後の
具体的
な取組

【授業改善】

（取組内容） （取組内容） （家庭・地域の取組内容）

授業の中でペアトークなどの言語活
動を位置づける。

児童が意欲的に追究する課題の設
定の工夫をする。

学校から配布されている「家庭
学習の手引き」を参考に，家庭
学習の習慣化に取り組む。

（取組指標） （取組指標） （家庭・地域の取組指標）

【家庭・地域との協働】

【その他の学力向上の取組】

・２週間に１回木曜日に，学力向上部会を開き，各学年の取組状況の検証改善を行う。
・週に１回，朝の15分間をスキルタイムとして位置づけ，苦手な単元の補充など，個に応じた指導を行う。

（授業改善テーマ）

　　　自ら学び高め合う児童の育成をめざす指導法のあり方

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

学力に
関する
達成指

標

・国語・算数の単元末評価テストの平均85点以上，50点未満を5％以下にする。
・学校評価に係るアンケートにおいて「授業が楽しくわかりやすい」という質問に対し，肯定的に答え
る児童の割合を90％以上にする。

「自ら学び高め合う児童の育成」については，児童の言語活動の充実及び課題の工夫に取り組んでい
る。追究の必然性のある課題の工夫をし，１時間の授業の中で，少なくとも１回はペアトーク等を設定
し，互いの考えを伝えあい，高め合うことを目指している。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況

・朝のスキルタイムにおいては，単元末評価テストの結果の検証分析から，課題が見られた単元を中心
に取組を行った。
・家庭学習の習慣化については，懇談会で話題にしたり，通信に載せたり，家庭連絡を密にしたりする
などして連携に努めた。

１ 組織的な授業改善の取組状況

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

・「言葉の学習」では，特に連用修飾語に課題が見られ
た。
・「説明文の内容を読み取る」では，段落のまとまりを的確
にとらえることに課題がある。
・たくさんの情報の中から必要な情報を取り出し表現する
ことが苦手である。

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況

「授業が楽しくわかりやすい」という質問に肯定的に答え
た児童の割合90％という指標に対し，88％であった。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

・「テストで間違えた問題は，あとでやり直しをしているか」
という質問に対し，肯定的に答えた児童は85.8％で，全
国や県に比べて高い。
・平日のテレビ・ＤＶＤに費やす時間は，2極化している。
・自主的に考えて学習に取り組む姿勢に課題がある。

家庭学習の習慣化については，児童自身は90％が肯定
的に回答しているが，保護者は77％にとどまっている。

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況

【別紙様式１】
大分市立大在小学校　学力向上プラン１（８月）

学力状況について 学習状況について


